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短大生の食行動に影響を与える要因に関する研究  
Study in Relation to Factors that Affect Eating Behaviors in 
College Students 
 















キーワード  食生活目標  食行動  食品摂取  視野を広げる目標  奉仕目標  
 
Ⅰ .はじめに  
 現在、日本人の死因としては悪性新生物、心疾患、肺炎、脳血管疾患が上位 4 位を占
めている 1) 。これら 4 疾患のうち、悪性新生物、心疾患、脳血管疾患への罹患が日常
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具体的には以下の 3 点について調べていきたい。  
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Ⅲ .方法  
1.予備調査  
 今回の被験者に適用可能な食生活目標の項目および被験者の実際の食生活について
調べる項目を作成する際参考にするため、本調査に先立ち 2016 年 7 月に予備調査を行
った。調査対象者は、北陸地方にある私立短期大学食物栄養学科に在学する 65 名 (女性
62 名  男性 3 名 )であった。質問したのは以下の 9 項目であり、全て自由記述方式で回
答を求めた。  
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被験者：北陸地方の短期大学に在籍する 407 名を用いた。なお、回答に不備のあった 3




(1)食生活目標  50 項目  
①快楽目標  5 項目  
 吉田ら (2011)の項目を参考にした 1 項目と予備調査で得た回答から重要であると判
断した 4 項目を合わせて質問項目とした。  
②安全目標  5 項目  
 吉田ら (2011)の項目を参考にした 2 項目と予備調査で得た回答から重要であると判
断した 3 項目を合わせて質問項目とした。  
③美容目標  5 項目  
 吉田ら (2011)の項目を参考にした 1 項目と予備調査で得た回答から重要であると判
断した 4 項目を合わせて質問項目とした。  
④経済目標  5 項目  
 吉田ら (2012) 4 ) の項目を参考にした 3 項目と予備調査で得た回答から重要であると判
断した 2 項目を合わせて質問項目とした。  
⑤簡便化目標  5 項目  
学科 男性(人) 女性(人) 合計(人) 平均年齢(歳)
食物栄養学科 6 151 157 19.59
幼児教育学科 4 179 183 19.41
福祉学科 21 46 67 21.16
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 吉田ら (2012)の項目を参考にした 2 項目と予備調査で得た回答から重要であると判
断した 3 項目を合わせて質問項目とした。  
⑥健康目標  5 項目  
 吉田ら (2012)の項目を参考にした 2 項目と予備調査で得た回答から重要であると判
断した 3 項目を合わせて質問項目とした。  
⑦衛生目標  5 項目  
 予備調査で安全目標について質問したところ、食品の衛生面についての回答も多く見
られたので新しい概念として作成した。  
⑧食べる人への奉仕目標  5 項目  
 予備調査の⑦から得た回答から重要であると判断した 5 項目を質問項目とした。  








 以上の 50 項目はランダムに配置した。回答用紙には、項目ごとに 1 から 5 の等間隔
の目盛を示し、そこに丸を付けてもらうことにより、間隔尺度として回答を求めた。具
体的には「下記の文を読んで当てはまる番号に○を付けてください。」という質問の後、
「 1 全く当てはまらない (1 点 )」「 2 あまり当てはまらない (2 点 )」「 3 どちらでもな
い (3 点 )」「 4 少し当てはまる (4 点 )」「 5 大変よく当てはまる (5 点 )」の 5 件法で回答
を求めた。 (表 2 参照 )  
(2)食行動  10 項目  
予備調査で得た回答から重要であると判断した記述から、10 項目を質問項目とした。
「あなたの食生活について、あてはまるものに○を付けてください。」という質問の後、
(1)と同じ形式で回答を求めた。 (表 3 参照 )  
(3)食品摂取  10 項目  




すか。」という質問の後、「A.ほぼ毎日食べる (5 点 )」、「B.週 3、 4 回食べる (4 点 )」、「C.
週に 1、 2 回食べる (3 点 )」、「D .月に 1、 2 回食べる (2 点 )」「E.食べない (1 点 )」の 5 件
法で回答を求めた。また、穀類、肉類、魚介類、野菜、乳・乳製品、果物の摂取頻度に
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ついては、「～は一日に平均どれくらい食べますか。」という質問の後、「A.4 食以上 (5
点 )」、「B.3 食 (4 点 )」、「C.2 食 (3 点 )」、「D.1 食 (2 点 )」、「E.0 食 (1 点 )」の 5 件法で回答
を求めた。   
 それから、これら以外に食品摂取の一つの指標として嫌いな食べ物の数について質問
した。具体的には「食べ物の好き嫌いはどれくらいありますか。」という質問の後、「A.
全くない (1 点 )」、「B.1～ 3 種類ある (2 点 )、「C.4～ 6 種類ある (3 点 )」、「D.7～ 9 種類あ
る (4 点 )」、「E.それ以上ある (5 点 )」の 5 件法で回答を求めた。  
(4)性別、年齢  2 項目  
 ここでは、性別、年齢について回答を求めた。  
 
Ⅳ .結果および考察  
1.食生活目標測定項目の因子分析  





量が .6 以上で他の因子に対する負荷量が .5 以下であることを基準とした。なお、項目
内容の後ろのカッコ内のアルファベットはその項目の当初の設定が何であったかを示
している。(A)は快楽目標、(B)は安全目標、(C)は美容目標、(D)は経済目標、(E)は簡便
化目標、 (F)は健康目標、 (G)は衛生目標、 (H)は食べる人への奉仕目標、 (I)はコミュニ
ケーション目標、 (J)は食の知識を深める目標の測定項目としてそれぞれ設けられたこ
とを示す。以下、因子の解釈を行う。  












第Ⅲ因子  第Ⅲ因子には、項目「 32.スリムな体型を維持するために間食を控えるよう
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第Ⅴ因子  第Ⅴ因子には、項目「 45.食費は出来るだけ削って趣味にまわしたい」「 49.
かさまし料理をして食材にお金をかけないようにしたい」等が高い負荷を示している。
この因子には当初、経済目標 (D)として設定していた項目と、簡便化目標 (E)として設定
　　 Ⅰ 　　 Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ
42 今まで食べたことのないような珍しい料理を食べるようにしたい。(J) 849 359 347 330 064 317 316
50 様々なエスニック料理を食べたい。(A) 726 219 318 257 286 176 235
41 料理やお菓子の名前を覚えたい。(J) 695 456 392 313 116 360 348
40 食事を通して新たな人と交友関係を結びたい。(I) 616 313 423 465 193 310 323
33 食べたことのないものを食べて食の知識を深めたい。(J) 783 410 444 269 097 551 331
43 おいしいお店がどこかについて詳しくなりたい。(J) 694 490 404 254 046 245 594
37 いろんな人と食事をして人脈を深めたい。(I) 661 415 513 385 158 389 408
26 私は料理を作る時、食べる人に喜んでもらいたい。(H) 395 846 466 162 083 458 409
29 私は料理を作る時、食べる人に満足してもらいたい。(H) 448 820 415 137 156 469 445
16 料理を作る時、手をしっかり洗って消毒したい。(G) 301 729 358 418 145 458 354
11 私は料理を作る時、相手の要望に応えたい。(H) 423 678 486 262 149 453 322
35 食材の危険性には注意したい。(B) 419 708 463 322 240 588 439
20 私は料理を作る時、食べる人に健康になってもらいたい。(H) 535 637 478 396 207 582 397
46 私は料理を作る時、バラエティーに富んだものを作ってあげるようにしたい。(H) 604 630 379 357 313 401 299
48 腐らないように、食材によって適したところで保管したい。(G) 565 614 349 169 310 486 363
27 食事を通して友人とさらに仲良くなりたい。(I) 501 534 533 266 121 438 478
32 スリムな体型を維持するために間食を控えるようにしたい。(C) 293 328 849 267 246 428 286
44 太らないために、野菜中心で脂質が多いものは取らないようにしたい。(C) 407 340 802 403 387 402 343
28 低カロリーなものを食べて太らないようにしたい。(C) 338 324 762 239 391 320 425
38 太らないために、夜遅くには食事を取らないようにしたい。(C) 293 449 774 338 257 501 266
22 食事を通して理想の体型に近づきたい。(C) 533 425 722 299 294 502 465
2 産地をよく確かめたい。(B) 332 197 275 806 345 397 123
3 使用したまな板や包丁は熱湯消毒したい。(G) 356 182 323 767 243 436 131
23 無農薬かどうか確認したい。(B) 372 166 298 712 392 373 184
1 食べる前、手をしっかり洗って消毒したい。(G) 165 395 302 710 108 269 229
39 食品添加物が入っているか、入っていないかを確認したい。(B) 470 118 442 673 383 427 195
45 食費は出来るだけ削って趣味にまわしたい。(D) 199 090 332 332 727 111 183
49 かさまし料理をして食材にお金をかけないようにしたい。(D) 377 237 286 247 706 218 269
30 贅沢な食材を買わないようにしたい。(D) 032 103 294 211 699 379 158
17 食事にお金をかけたくない。(D) -091 -029 218 251 689 169 -039
47 大量に作っておいて料理の手間を省きたい。(E) 454 145 189 176 618 062 316
5 高いお店で外食したくない。(D) -141 072 034 218 519 256 -123
24 簡単にできるものしか作らないようにしたい。(E) 047 -210 064 233 426 064 311
15 冷凍食品で簡単に済ませたい。(E) 012 -046 126 006 292 -073 113
6 インスタント食品で簡単に済ませたい。(E) -010 -074 -045 015 278 -107 111
10 レンジで簡単にできるもので済ませたい。(E) 010 012 164 029 237 047 163
7 食事を通して長生きできるようにしたい。(F) 424 423 468 380 178 802 250
9 食材にしっかり火を通したい。(G) 113 407 338 401 328 641 355
12 食事を通して健康な身体でいたい。(F) 493 550 500 283 170 813 405
31 食事を通して病気を予防したい。(F) 554 563 544 295 280 745 375
8  安心して食べられるものを食べたい。(B) 206 575 409 415 180 713 503
4 食の知識を深めたい。(J) 577 438 309 414 169 613 131
19 体に悪いものは食べたくない。(F) 030 245 374 299 311 568 452
34 食事を通して家族とコミュニケーションをとりたい。(I) 495 475 455 300 163 563 323
21 体に良いものだけを食べたい。(F) 299 134 463 483 406 529 410
25 食事を通して家族の絆を深めたい。(I) 435 438 378 360 256 500 260
14 おいしいものを食べてストレスを解消したい。(A) 424 415 323 155 039 340 802
18 食べたいものを食べたい。(A) 210 348 253 018 033 289 739
13 いろんなお店に行きたい。(A) 511 491 468 166 -017 454 690





第Ⅳ因子　　　　安全目標 304 204 355
第Ⅴ因子　　　　コスト削減目標 166 82 298 352
第Ⅵ因子　　　  338 485 484 406 260




　　　    因子負荷量
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は吉田ら (2011)と同じ結果である。  
第Ⅵ因子  第Ⅵ因子には、項目「 7.食事を通して長生きできるようにしたい」「 9.食材
にしっかり火を通したい」が高い負荷を示している。これらの項目は当初、健康目標 (F)
と衛生目標 (G)として設定されていたものである。よく検討したが、これら 2 項目から
共通の概念を見つけることは難しく、今回は因子としての採用を見合わせることにした。 











まず、第Ⅰ因子の 4 項目間における相関係数は .409 から .646 であり、全て 1％水準
で有意であった。次に、第Ⅱ因子の 4 項目間における相関係数は .396 から .787 で、全
て 1％水準で有意であった。第Ⅲ因子の 3 項目間における相関係数は .542 から .602 で、
全て 1％水準で有意であった。第Ⅳ因子の 5 項目間における相関係数は .295 から .650
で、全て 1％水準で有意であった。第Ⅴ因子の 5 項目間における相関係数は .232 から .513











して現れず、これも吉田ら (2011)と同じ結果であった。  
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する負荷量が .5 以下であることを基準とした。以下、因子の解釈を行う。  
 








数は .381 から .608 であり、全て 1％水準で有意であった。そこで信頼性は保たれてい





3 塩分の取りすぎに気を付けている。 814 033
1 栄養バランスを考えて食事をしている。 812 089
2 よく噛んで食べるように気を付けている。 776 086
7 野菜を多く取るようにしている。 764 -004
4 腹八分目にしている。 675 098
6 朝食は忙しくても毎日必ず食べている。 496 025
5 インスタント食品をよく利用している。 -058 651
9 魚を食べない。 -190 611
10 何か嫌なことがあるとつい食べ過ぎてしまう。 058 592





     因子負荷量
　　　因子間相関
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第Ⅰ因子 食の視野を広げる目標 432 ** -001
第Ⅱ因子 食べる人への奉仕目標 500 ** -087
第Ⅲ因子 美容目標 463 ** -013
第Ⅳ因子 安全目標 483 ** -042
第Ⅴ因子 コスト削減目標 270 ** 187 **
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第Ⅰ因子 食の視野を広げる目標 -050 -028 -040 055 090 073 014 -012 054 -054
第Ⅱ因子 食べる人への奉仕目標 -136 ** -014 -169 ** 071 131 ** -044 -085 -058 027 -179 **
第Ⅲ因子 美容目標 -171 ** -032 -095 -101 * 053 -072 -079 -027 043 -164 **
第Ⅳ因子 安全目標 -203 ** 010 -170 ** 024 123 * 049 062 046 180 ** -224 **
第Ⅴ因子 コスト削減目標 -050 -032 -092 -076 -020 -012 -046 038 -047 -082
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 短大生 407 名を用いた質問法による調査の結果、以下のことが明らかになった。  
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